
国家安全保障会議第1節

近年、わが国を取り巻く安全保障環境は厳しさを
増しており、わが国が対応すべき安全保障上の課題
は山積している。こうした中においては、内閣総理
大臣を中心とする政治の強力なリーダーシップのも
と、戦略的観点から国家安全保障にかかる政策を進
めていく必要がある。そのため、わが国の安全保障
に関する重要事項を審議する機関として、内閣に国
家安全保障会議が設置されており、国家安全保障に
関する外交・防衛・経済政策の司令塔として機能し
ている。2013年12月の創設以来287回（2022年3
月末時点）開催され、「国家安全保障戦略」や「防衛
計画の大綱」（防衛大綱）もこの国家安全保障会議に
おける審議を経て決定されている。
国家安全保障会議を恒常的に支えるための事務

局として、内閣官房に国家安全保障局が設置されて
いる。同局は、国家安全保障に関する外交・防衛・
経済政策の基本方針や重要事項の企画・立案及び総
合調整の機能も有しており、政策面で関わりの深い
関係行政機関が、人材、情報両面においてサポート

している。昨今、安全保障の裾野が経済・技術分野
に急速に拡大していることを踏まえ、経済分野にお
ける国家安全保障上の課題に対応するため、2020
年4月には、同局に「経済班」が設けられた。防衛省
からも自衛官を含む多くの職員が同局に出向してお
り、それぞれの専門性を活かしながら政策の企画・
立案に携わっている。また、防衛省から国際軍事情
勢などの情報が適時に提供されている。
このように国家安全保障政策に関する企画・立

案機能が強化された結果、わが国の安全保障に関す
る制度的な整備が実現しているほか、安全保障上の
新たな課題などにかかる政策の方向性が示されるよ
うになっている。また、国家安全保障会議で議論さ
れた基本的な方針のもとで、個々の防衛政策が立案
され、意思決定の迅速化が図られるなどしており、
防衛省における政策立案、遂行機能の向上にも大き
く資するものとなっている。

図表Ⅱ-3-1（国家安全保障会議の体制） 参照

わが国の安全保障と 
防衛を担う組織

第3章

図表Ⅱ-3-1 国家安全保障会議の体制

国家安全保障会議を支える体制（イメージ）
国家安全保障会議

四大臣会合 九大臣会合 緊急事態大臣会合
◆国家安全保障に関する外交・防衛・経済政策の司令塔 ◆旧安全保障会議の文民統制機能を継承 ◆重大緊急事態への対処強化

資料・情報・人材の提供

内閣官房国家安全保障局

関係省庁
防衛省 外務省 etc…

緊密に連携

サポート

◆国家安全保障会議を恒常的にサポートする事務局機能
◆国家安全保障に関する外交・防衛・経済政策の基本方針・重要事項の企画・立案及び総合調整
◆緊急事態への対処に当たり、国家安全保障の観点から必要な提言を実施

内閣官房の他の機関

内閣サイバー
セキュリティセンター
内閣情報調査室

etc…

内閣官房副長官補
（事態対処・危機管理担当）付
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